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１ 岩手県公立高等学校 地理歴史（日本史B） 民衆と土地政策
２ 栃木県公立高等学校 地理歴史（日本史B） 民衆と土地政策
３ 栃木県公立高等学校 地理歴史（日本史B） 地方官衙と「辺境」
４ 千葉県私立高等学校 地理歴史（日本史B） 平城京の繁栄
５ 千葉県私立高等学校 地理歴史（日本史A） 岩倉使節団と留守政府
６ 千葉県公立中学校 社会（地理的分野） 自然災害と防災への取り組み
７ 千葉県公立中学校 社会（地理的分野） 世界の人口分布と変化
８ 千葉県公立中学校 社会（地理的分野） 日本の農業
９ 埼玉県公立高等学校 地理歴史（日本史B） 新田開発と手工業
10 埼玉県公立高等学校 地理歴史（世界史B） 封建社会の成立・教会の権威
11 埼玉県公立中学校 社会（公民的分野） 平等権―共生社会を目指して―
12 東京都公立高等学校 地理歴史（日本史B） 大化の改新
13 東京都公立高等学校 地理歴史（日本史A） 身分制度の解体
14 東京都私立高等学校 地理歴史（日本史A） 律令国家への道
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１ 栃木県公立高等学校 地理歴史（世界史B） フランス革命：恐怖政治
２ 千葉県公立高等学校 地理歴史（日本史B） 大仏はなぜ造られたのか
３ 千葉県公立中学校 社会（歴史的分野） 近代革命の時代①
４ 千葉県公立中学校 社会（歴史的分野） 第二次世界大戦の終結
５ 千葉県私立高等学校 地理歴史（日本史B） 平城京
６ 千葉県私立高等学校 地理歴史（地理A） 西アジア・北アフリカの自然環境と生活
７ 千葉県私立中学校 社会（歴史的分野） 開国と不平等条約
８ 埼玉県公立高等学校 地理歴史（日本史B） 足利義満の政治
９ 埼玉県公立中学校 社会（地理的分野） 人々の生活に根付く宗教
10 埼玉県私立高等学校 地理歴史（日本史B） 民衆の負担
11 東京都公立高等学校 地理歴史（日本史B） 東アジア諸国との交渉
12 東京都公立高等学校 地理歴史（地理A） 国家同士のつながり
13 東京都公立高等学校 地理歴史（日本史A） 江戸前期・中期
14 東京都公立高等学校 地理歴史（世界史B） 産業革命後の産業化社会と労働運動
15 東京都私立中学校高等学校 地理歴史（日本史B） 藤原氏北家の繁栄
































































































































































































































































































































５． □中学校学習指導要領 第２章 第２節「社会」第１ 目標
６． □中学校学習指導要領 第２章 第２節「社会」第２ 各分野の目標及び内容（地理的分野）「２ 内容」
の（1）ウ「世界の諸地域」の各州について
７． □中学校学習指導要領 第２章 第２節「社会」第２ 各分野の目標及び内容（歴史的分野）「２ 内容」
の（1）「歴史のとらえ方」の「アで歴史上の人物とその時代の建造物について
８． □中学校学習指導要領 第２章 第２節「社会」第２ 各分野の目標及び内容（公民的分野）「２ 内容」
の（3）「私たちの政治」のアで天皇の国事に関する行為について
















６． □中学校学習指導要領 第２章 第２節「社会」第２ 各分野の目標及び内容（地理的分野）「２ 内容」
の（2）イ「世界と比べた日本の地域的特色」の日本の地形の特色について
７． □中学校学習指導要領 第２章 第２節「社会」第２ 各分野の目標及び内容（歴史的分野）「２ 内容」
の（5）「近代の日本と世界」のエ、近代産業の発展に関わる製糸工場について




















































































　平成 30 年８月 27 日、28 日に行われた第 12 回大巌寺研修において、総合福祉学部の Susan M. Williams 教授
とお話しする機会があった。本稿の英文タイトルは、Susan M. Williams 教授に添削していただいたものである。
ここに記して深く感謝申し上げる。
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